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微分法の応用 1 接線と法線 接線問題は接点から 

301 

(1) 

 接点の座標を ( )tt, とすると，
x

y
2

1
=¢ より，接線の方程式は ( ) ttx

t
y +-=

2
1  

 
22
tx

t
ty +=\  

 これが点 ( )0,2- を通るから， ( )
2

2
2

0 t
t
t

+-×=  2=\t  

 ゆえに，
2
2

4
2

+= xy  

(2) 

 接点の座標を ÷
ø
ö

ç
è
æ

+1
2,
t
tt とすると，

( )21
2
+

=¢
x

y より， 

接線の方程式は
( )

( )
1

2
1

2
2 +

+-
+

=
t
ttx

t
y  

( ) ( )2
2

2 1
2

1
2

+
+

+
=\

t
tx

t
y  

 これが点 ( )2,1 を通るから，
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 ゆえに， xy 2=  

(3) 

 接点の座標を ( )1log, -tt （ 0>t ）とすると，
x

y 1
=¢ より， 

 接線の方程式は ( ) 1log1
-+-= ttx
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 これが原点を通るから， 2log0 -= t  2et =\  

 ゆえに， x
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 接点の座標を ( )12, +tet とすると， 122 +=¢ xey より， 

 接線の方程式は ( ) 12122 ++ +-= tt etxey  ( )122 1212 --=\ ++ texey tt  

 これが原点を通るから， ( )120 12 --= + te t  
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接点の座標を ( )tt eet -+ 2, とすると， xx eey --=¢ 2 より， 

( )( ) tttt eetxeey -- ++--= 22  ・・・① 

 また，条件より， 

12 =- -tt ee  ( )( ) 021 =-+\ tt ee  

これと 0>te より， 2=te ， 2log=t  

 ゆえに， ( )
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共有点における接線が一致する条件は， 

・共有点だから，その座標が一致する。 ・・・① 

・共有点における微分係数，つまり接線の傾きが一致する。 ・・・② 

である。 
 共有点の x座標を tとすると，①より，それぞれの y座標が一致するから， 

tat log33 =  ・・・③ 

 共有点における微分係数，つまり接線の傾きは 
3axy = では， 23axy =¢ より， 23at  

 xy log3= では，
x

y 3
=¢ より，

t
3  

 だから，②より，
t
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 ③，④より， 1log3 =t  3
1
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 また，④と⑤より，
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 共有点の y座標は 1log3log3 3
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== et  

以上より， 
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点 ÷
ø
ö

ç
è
æ

2
1,2 で交わるから，

2
12 =+ ba  ・・・① 

 共有点における微分係数，つまり接線の傾きは 

baxy += 2 では， axy 2=¢ より， a22  
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 これを①に代入してbの値を求めると，
2
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-=b  
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 共通接線の 2xy = 上の接点を ( )2, ss とすると， xy 2=¢ より， 

接線の方程式は ( ) 22 ssxsy +-=  22 ssxy -=\  ・・・① 

 共通接線の
x

y 1
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t 1, とすると， 2
1
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接線の方程式は ( )
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①，②より，
t
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 これは xについての恒等式だから， 
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③を④に代入し，整理すると， 0
4

18
3

3
=

+
t

t
 

2
1

-=\t  

これと②より，共通接線の方程式はより，共通接線の方程式は 44 --= xy  
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 kxy = （ 0¹k ）上の任意の点を ( )11 , yx （ 01 ¹x ， 01 ¹y ）とすると， 
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 より， 

( )11 , yx における接線の方程式は ( ) 11
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 よって，接線が x軸および y軸と交わる点，すなわち点 Q および点 R の座標は， 

それぞれ Q ( )0,2 1x ，R ( )12,0 y  

ゆえに，△OQR の面積は， kyxyx 2222
2
1

1111 == ，すなわち一定である。 
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補足 

切片と直線の方程式・平面の方程式 
 x切片を a， y切片をbとする直線の方程式 

1=+
b
y

a
x

（ ba, は 0 でない実数） 

 
  証明 

   A ( )0,a ，B ( )b.0 を通る直線の方程式は， bx
a
by +-=  1=+\

b
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a
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x切片を a， y切片をb， z切片を cとする平面の方程式 

1=++
c
z

b
y

a
x

（ cba ,, は 0 でない実数） 

 
  証明 
   A ( )0,0,a ，B ( )0,.0 b ，C ( )c,0,0 を通る平面の方程式を srzqypx =++ とすると， 

   srcqbpa === より，
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 接点の座標を ( )ttet, とすると， ( )1+=¢ xey x より， 

接点の方程式は ( )( ) tt tetxtey +-+= 1  ( ) tt etxtey 21 -+=\  

これが点 P ( )0,a を通るとき， ( ) tt etate 210 -+=  ( ) 02 =--\ aatte t  

よって， 02 =-- aatt  
tは実数だから，判別式をDとすると 0³D より， ( ) 0442 ³+=+= aaaaD  

4-£\a ， a£0  

308 

条件より， 22234 +-++ bbxaxx は ( )22-x を因数にもつから， 

22234 +-++ bbxaxx を ( )22-x で割った商を ( )xQ とすると， 

( ) ( )xQxbbxaxx 2234 222 -=+-++  ・・・① 

①の両辺を xについて微分すると， 

( ) ( ) ( ) ( )xQxxQxbxaxx ¢-+-=++ 223 222234  ・・・② 

①，②はいずれも xについての恒等式だから， 

それぞれに 2=x を代入すると， 

0224816 =+-++ bba  1828 -=+\ ba  ・・・③ 

041232 =++ ba  32412 -=+\ ba  ・・・④ 

③と④の連立方程式を解くことにより， 1-=a ， 5-=b  


